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１．小県郡の農民指導者………………………………表紙

２．明治期における信州の農村風景
　　　　～稲作農法の変化を追って～……………２～６
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明治36年12月　小県郡の農民指導者〈館蔵〉
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　渡邉清は、明治34年ごろから明治39年まで小県郡農事巡回教師を務める。福岡から着任した古川列一（明治29年
4月～明治31年4月）、波多江傳三（明治31年5月～明治31年末）の後任にあたる。
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県
に
長
沼
幸
七
が
、

翌
年
に
は
林
遠え

ん
り里

が
富
山
県
と
石
川

県
に
招
聘
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
る

収
穫
成
績
に
各
府

県
は
注
目
し
、
ま
た
明
治
十
八
年
に

は
農
事
巡
回
教
師
設
置
令
が
出
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
林
遠
里
が
そ
の
農
法

の
技
術
者
を
養
成
し
た
福
岡
の
勧か

ん
の
う農

社し
ゃ

か
ら
門
下
生
が
全
国
に
招
請
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

長
野
県
の
福
岡
農
法
の
導
入
と
農
会

に
よ
る
改
良
農
法
の
普
及

　

長
野
県
で
は
福
岡
農
法
を
篤
志
農

家
に
伝
習
し
た
と
こ
ろ
良
好
な
収
穫

が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十

五
年
三
月
に
改
良
米
作
法
を
実
施
す

る
試
作
人
を
募
る
文
書
を
県
下
の
郡

役
所
を
通
し
て
各
町
村
に
通
達
し
て

い
ま
す
（
明
治
二
十
五
年
三
月　

東

塩
田
村
文
書　

上
田
市
立
博
物
館
蔵
）。

　

長
野
県
は
明
治
二
十
五
年
五
月
に

林
遠
里
の
門
下
生
で
あ
る
原
田
勝
三

郎
を
米
作
改
良
教
手
と
し
て
招
聘
し
、

そ
の
監
督
を
県
雇
い
の
清
水
三
男
熊

が
あ
た
り
三
ヵ
年
計
画
の
米
作
改
良

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
五
年
か
ら
小
県
郡
・

更さ
ら
し
な級
郡
・
埴は

に
し
な科
郡
・
上か

み
た
か
い

高
井
郡
・
上か

み

水み
の
ち内
郡
の
五
郡
で
百
十
一
人
の
試
作
人

が
改
良
稲
作
に
取
組
み
、
明
治
二
十

六
年
に
な
る
と
下
高
井
郡
・
南
佐
久

郡
・
北
佐
久
郡
・
東ひ

が
し
ち
く
ま

筑
摩
郡
に
も
広

　

松
山
犂
の
考
案
者
、松
山
原
造
（
明

治
八
年
～
昭
和
三
十
八
年
）
は
明
治

三
十
年
か
ら
三
年
間
ほ
ど
農
事
教
師

を
し
ま
し
た
。
長
野
県
が
福
岡
農
法

を
奨
励
し
各
郡
の
郡
役
所
を
通
じ
て

講
習
が
始
ま
っ
た
時
期
に
あ
た
り
ま

す
。

　

現
在
の
上
田
市
を
所
管
し
た
小ち

い
さ
が
た県

郡
役
所
管
内
で
は
、
明
治
二
十
九
年

に
福
岡
か
ら
古
川
列れ

つ
い
ち一
を
農
事
教
手

と
し
て
招
聘
し
郡
内
四
ヵ
所
（
傍そ

え
ひ陽

村
・
塩し

お
が
わ川
村
・
大
門
村
・
中
塩
田
村
）

に
模
範
田
を
設
け
ま
し
た
。

　

塩
川
村
関
弘
矣
の
模
範
田
は
、
松

山
原
造
が
暮
ら
し
て
い
た
和か

の
う
村
（
現

東
御
市
和
）
か
ら
は
五
キ
ロ
ほ
ど
だ
っ

た
の
で
、
原
造
は
改
良
農
法
の
講
習

会
に
通
い
詳
細
に
そ
の
内
容
を
懐
中

日
記
に
記
し
て
い
ま
す
。
酒
造
業
・

養
蚕
業
と
と
も
に
優
良
馬
の
飼
育
に

も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
原
造
は
、
馬
の

扱
い
に
慣
れ
て
い
た
た
め
古
川
教
手
の

馬ば
こ
う
ほ
う

耕
法
教
授
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
明
治
三
十
年
四
月
か

ら
農
事
教
手
の
助
手
に
任
用
さ
れ
て
、

古
川
教
手
と
と
も
に
試
作
田
を
回
り

福
岡
農
法
を
講
習
し
ま
し
た
。
こ
の

農
法
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
米
作
り

を
一
新
す
る
も
の
で
し
た
か
ら
、
明
治

三
十
年
代
の
長
野
県
の
稲
作
は
大
き

く
変
化
し
て
農
村
風
景
も
様
変
わ
り

し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
ど
の

よ
う
な
過
程
を
経
て
変
わ
っ
て
い
っ
た

の
か
、
地
域
の
公
文
書
や
農
会
資
料

を
も
と
に
追
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
治
維
新
後
の
農
業
政
策

　

明
治
期
の
は
じ
め
、
政
府
は
欧
米

列
強
国
に
追
い
つ
く
た
め
に
欧
米
文

化
を
取
り
入
れ
、
殖
産
興
業
と
富
国

強
兵
の
政
策
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

殖
産
興
業
政
策
で
は
産
業
の
発
展

と
と
も
に
農
業
に
よ
る
増
収
を
政
策

上
の
重
要
な
課
題
と
し
ま
し
た
。
明

治
初
頭
は
殖
産
振
興
を
は
か
る
た
め

特
産
物
の
奨
励
に
力
を
入
れ
ま
し
た

が
、
主
軸
は
次
第
に
米
作
中
心
の
農

業
政
策
に
移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

政
府
の
勧
農
政
策
の
展
開
の
も
と

に
明
治
十
一
年
に
駒
場
農
学
校
が
開

校
し
、
日
本
の
農
業
施
策
の
先
導
者

が
育
成
さ
れ
て
勧
農
政
策
は
欧
米
農

法
の
移
植
と
在
来
農
法
の
見
直
し
と

を
模
索
す
る
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
先
進
的
な
在
来

農
法
と
し
て
福
岡
農
法
が
注
目
さ
れ

は
じ
め
ま
し
た
。
明
治
十
六
年
に
福

岡
か
ら
巡
回
実
業
教
師
と
し
て
石
川

明
治
期
に
お
け
る
信
州
の
農
村
風
景

　
　
　
　
　
　

～
稲
作
農
法
の
変
化
を
追
っ
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　  

学
芸
員
　
田
中
　
壽
子

が
っ
て
百
四
十
名
が
試
作
し
比
較
試

験
成
績
を
報
告
し
て
い
ま
す
。（
「
明

治
二
十
六
年　

米
作
改
良
試
験
成

績
」　

長
野
県
内
務
部
第
三
課
発
行
）

　

長
野
県
は
明
治
二
十
七
年
に
米
作

改
良
試
作
の
三
カ
年
計
画
を
終
え
ま

し
た
が
、
改
良
農
法
を
励
行
さ
せ
る

た
め
各
郡
は
そ
の
後
福
岡
の
勧
農
社

を
通
じ
て
実
業
教
師
を
雇
い
始
め
、

小
県
郡
は
明
治
二
十
九
年
四
月
に
古

川
列
一
（
福
岡
県
糸
島
郡
深
井
村
出

身
）
を
聘
用
し
ま
し
た
。

　

明
治
期
の
小
県
郡
塩
尻
村
（
現　

上
田
市
塩
尻
地
区
）
の
行
政
文
書
か

ら
米
作
改
良
に
取
組
み
だ
し
た
当
時

の
農
業
行
政
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
明
治
二
十
九
年
四
月
四
日

付
文
書
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
九
年

春
か
ら
小
県
郡
内
に
四
ヵ
所
（
傍
陽

村
・
塩
川
村
・
大
門
村
・
中
塩
田
村
）

の
模
範
田
を
設
け
、
各
町
村
に
一
ヵ
所

の
試
作
田
を
指
定
し
て
改
良
米
麦
作

と
馬
耕
の
教
授
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

各
町
村
は
改
良
作
を
実
践
す
る
篤
農

家
を
委
嘱
し
、
試
作
田
、
試
作
人
と

し
て
郡
に
届
け
出
た
こ
と
も
わ
か
り

ま
す
。

　

試
作
田
の
条
件
と
し
て
「
試
作
田

と
す
る
田
は
農
業
教
手
が
巡
回
に
便

利
な
場
所
で
、
試
作
人
の
居
宅
に
近

い
と
こ
ろ
が
よ
い
」
「
試
作
田
は
五
畝

（
百
五
十
坪
）
作
り
、
な
る
べ
く
馬

持
ち
の
自
作
農
家
が
よ
い
」
が
あ
げ

ら
れ
、
試
作
人
に
は
在
来
作
と
改
良

作
の
比
較
を
し
て
成
績
を
調
べ
る
義

務
が
課
さ
れ
ま
し
た
（
「
明
治
二
十
九

乙
第
一
一
〇
六
号

本
年
度
ヨ
リ
施
行
ス
ル
米
作
改
良
教
手
郡
内
四
ヶ
所
ニ
設
ケ
ル

模
範
田
監
督
之
序
ヲ
以
テ
一
町
村
ニ
一
ヶ
所
試
作
田
ヲ
設
ケ
改

良
作
及
ヒ
馬
耕
等
教
授
可
致
都
合
ニ
有
之
候
条　

農
業
篤
志
者

ニ
就
テ
其
項
ニ
ヨ
リ
希
望
者
御
選
定
之
上　

其
場
所
人
名
御
申

□
相
成
度
御
照
会
候
也

明
治
二
十
九
年
四
月
四
日　
　

小
県
郡
役
所
第
壱
課

　
　

塩
尻
村
長　

馬
場
歳
次
殿

一
、
試
作
田
ハ
模
範
田
学
理
之
余
ヲ
以
テ
農
業
教
手
其
作
人
ニ
方

法
ヲ
教
授
ス
ル
ニ
止
マ
リ
終
始
之
レ
ヲ
監
督
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
モ

ノ
ニ
付
成
績
良
否
ハ
専
ラ
試
作
人
ニ
責
任
ヲ
以
ス

一
、
試
作
田
ノ
位
置
ハ
巡
視
上
便
利
之
場
所
ニ
シ
テ
作
人
ノ
居
宅

ニ
接
近
ス
ル
ノ
地
ヲ
宜
シ
ト
ス

一
、
試
作
田
ハ
一
区
域
五
畝
歩
前
后
ノ
田
地
ヲ
有
シ
可
成
馬
持
ノ

自
作
人
ヲ
便
利
ナ
リ
ト
ス

一
、
試
作
人
ハ
改
良
作
ト
在
来
作
ト
ヲ
比
較
シ
タ
ル
成
績
ヲ
作
ル

義
務
ア
リ

「
明
治
二
十
九
年
～
三
十
年　

勧
業
関
係
綴　

塩
尻
村
役
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
市
立
博
物
館
蔵

明
治
二
十
九
年　

改
良
米
作
の
指
導

塩
水
選
種

　
　
　
　

三
月
二
十
四
日　

水
一
斗
に
つ
き
塩
三
升
三
合
の

塩
水
に
種
籾
を
入
れ
て
選
種

陸
苗
代
播
種　
一
反
歩
に
要
す
る
苗
代
は
十
坪
、
一
坪
に
つ
き

二
合
五
勺
を
蒔
く
（
一
反
歩
二
升
五
合
の
種
籾
を
要
す
る
）。

肥
料
は
十
坪
に
人
糞
一
つ

陸
苗
代　

四
月
二
十
七
日
苗
代
造
り

　
　
　
　

五
月
一
日
播
種
十
二
日
発
芽

　
　
　
　

五
月
二
十
日
苗
が
六
分
に
な
り
、
ワ
ラ
を
除
く

水
苗
代　

五
月
三
日
苗
代
造
り

　
　
　
　

五
月
四
日
播
種
一
坪
に
つ
き
三
合
を
蒔
く

馬
耕　
　

第
一
回
五
月
十
五
日

代
搔
き　

六
月
二
十
二
日
水
入
れ

　
　
　
　

六
月
二
十
六
日
第
一
回
代
か
き

　
　
　
　

六
月
二
十
七
日
第
二
回
代
か
き

田
植　
　

六
月
二
十
九
日
植
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
尺
二
寸
四
方
、
一
株
二
本

除
草　
　

七
月
二
十
日　
一
番
除
草

　
　
　
　

八
月
六
日　
　

二
番
除
草

　
　
　
　

八
月
二
十
五
日
三
番
除
草

排
水　
　

九
月
二
十
四
日

　
　
　
　
「
明
治
二
十
九
年
松
山
原
造　

懐
中
日
記
」
よ
り
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年
～
三
十
年　

勧
業
関
係
綴　

塩
尻

村
役
場
」　

上
田
市
立
博
物
館
所
蔵
）。

　

明
治
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日
に

小
県
郡
役
所
か
ら
米
作
改
良
試
作
人

の
増
減
希
望
調
査
が
さ
れ
、
明
治
三

十
年
一
月
十
二
日
に
小
県
郡
塩
尻
村
で

は
前
年
の
試
作
人
を
務
め
た
梅
原
宅

右
衛
門
に
加
え
て
菅
沼
次
郎
右
衛
門

が
二
人
目
の
試
作
人
と
し
て
申
請
し

ま
し
た
（
同　

前
資
料
）。

　

郡
下
で
の
試
作
人
が
倍
増
し
た
こ

と
か
ら
、
明
治
三
十
年
四
月
か
ら
古

川
列
一
の
助
手
と
し
て
山
﨑
百
太
郎
と

松
山
原
造
が
任
用
さ
れ
、
三
人
が
手

分
け
を
し
て
巡
回
指
導
に
あ
た
り
ま

し
た
（
同　

前
資
料
）。

　

明
治
三
十
年
六
月
に
長
野
県
農
事

試
験
場
が
開
設
さ
れ
て
信
州
の
気
候

や
土
壌
に
合
っ
た
農
法
へ
の
改
良
試
験

が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
明
治

三
十
二
年
の
農
会
法
施
行
に
伴
っ
て

長
野
県
農
会
が
組
織
さ
れ
、
松
山
原

造
は
隣
の
郡
の
埴
科
郡
農
会
の
農
事

教
師
に
任
用
さ
れ
て
長
野
県
農
事
試

験
場
の
試
験
結
果
を
踏
ま
え
た
改
良

農
法
の
指
導
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

〈
新
し
い
稲
作
農
法
へ
の
移
行
〉

︱ 

在
来
農
法
か
ら
改
良
農
法
へ
︱

選
種

　

旧
来
は
充
実
し
た
穂
を
選
ん
で
抜

穂
し
た
り
別
刈
り
し
た
籾
を
種
籾
と

し
て
播
い
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
塩

水
に
浸
し
て
浮
き
上
が
る
不
良
籾
を

除
い
て
確
実
な
種
籾
だ
け
を
播
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

馬
耕

　

耕
す
道
具
と
し
て
鍬
・
備
中
鍬
（
ミ

ツ
マ
タ
・
マ
ン
ノ
ウ
と
も
）
が
一
般
的

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
明
治
十

五
年
更
級
郡
力
石
村
農
具
使
用
解
説

書
」（
千
曲
市
所
蔵
）
に
は
田
を
耕
す

道
具
と
し
て
手
鍬
・
備
中
鍬
・
踏ふ

みみ
す
き鋤
が
図
版
と
と
も
に
報
告
さ
れ
て

い
て
、
踏
み
鋤
が
明
治
初
期
に
は
信

州
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
こ
の
資

料
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

　

長
野
県
で
の
馬
耕
は
、
明
治
二
十

五
年
に
福
岡
農
法
の
導
入
と
と
も
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
馬
耕
の

犂
と
し
て
指
導
さ
れ
た
抱か

か
え
も
っ
た
て
す
き

持
立
犂
は
、

無む
し
ょ
う床
の
犂
だ
っ
た
の
で
深
耕
が
で
き
て

土
地
の
改
良
が
進
ん
で
米
の
反
収
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
で
県
下
に
奨
励

さ
れ
ま
し
た
。
下
伊
那
郡
で
は
独
自

に
明
治
二
十
六
年
六
月
か
ら
熊
本
県

の
北
原
大
八
を
招
請
し
て
馬
耕
に
は

肥
後
系
の
押お

し
た
て立
犂
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
（
明
治
二
十
六
年
九
月　

大
日

本
農
会
報
百
四
十
四
号
）。

　

明
治
三
十
三
年
秋
に
松
山
原
造
は

農
事
教
師
を
し
て
い
る
中
で
犂
先
を

左
右
自
在
に
動
か
せ
る
反
転
装
置
を

つ
け
て
平
面
耕
が
容
易
に
で
き
る
犂

を
考
案
し
ま
し
た
。
埴
科
郡
農
会
を

辞
し
翌
明
治
三
十
四
年
に
特
許
を
取

得
し
、
明
治
三
十
五
年
松
山
式
双
用

犂
の
製
造
販
売
を
始
め
て
い
ま
す
。

平
面
耕
が
一
度
に
で
き
る
松
山
犂
は
長

野
県
農
会
報
五
号
（
明
治
三
十
四
年

五
月
発
行
）
に
図
と
と
も
に
使
用
方

法
が
掲
載
さ
れ
、
農
会
で
推
奨
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
三
十
九
年
十

二
月
に
優
良
畜
力
犂
を
選
定
す
る
大

日
本
農
会
主
催
第
二
回
懸
賞
募
集（
第

一
回
は
授
賞
な
し
）
で
一･

二
等
な
し
の

三
等
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
松
山

犂
の
真
価
が
認
め
ら
れ
広
く
世
間
に

認
識
さ
れ
る
契
機
と
な
り
受
注
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。
松
山
犂
の
年
間

生
産
台
数
は
明
治
四
十
年
に
一
六
六

五
台
、
明
治
四
十
四
年
に
は
四
六
二

〇
台
に
増
え
、
長
野
県
下
で
使
用
さ

れ
る
犂
の
主
流
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

代
か
き

　

田
植
を
す
る
準
備
は
ま
ず
田
を
踏

み
鋤
で
起
こ
し
て
、
水
を
入
れ
て
か
ら

鍬
で
な
ら
し
ま
し
た
（
小
県
郡
浦
里

村　

長
野
県
農
会
報
五
十
号
）。

　

そ
の
あ
と
田
圃
に
入
っ
て
土
を
足
で

踏
み
な
が
ら
撹
拌
す
る
踏
み
代
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
踏
み
代
は
一
反

歩
あ
た
り
六
人
の
人
手
が
か
か
っ
た
の

で
、
小
県
郡
丸
子
村
で
は
養
蚕
の
繁

忙
期
と
重
な
っ
て
人
足
賃
が
高
騰
し

て
き
た
こ
と
か
ら
踏
み
代
に
代
わ
る

器
械
の
利
用
を
指
導
し
て
も
ら
い
た

い
と
郡
農
会
に
要
望
し
て
い
ま
す
（
明

治
三
十
四
年　

長
野
県

農
会
報
三
号
）
が
、
こ

の
地
域
で
は
そ
れ
に
代

わ
る
代
か
き
器
械
の
普

及
は
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

南
安
曇
郡
で
は
明
治

三
十
七
年
の
立
毛
品
評

会
の
報
告
の
中
で
、
抱

持
立
犂
を
使
っ
て
深
く

耕
起
し
た
あ
と
代し

ろ
ぐ
る
ま車
で
丁
寧
に
砕
く

こ
と
に
よ
っ
て
苗
根
が
良
く
張
り
作

柄
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
あ
り
（
長

野
県
農
会
報
四
十
九
号
）、
す
で
に
安

曇
平
で
は
代
車
が
普
及
し
て
い
る
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

　

明
治
三
十
八
年
の
上
伊
那
郡
農
会

で
共
同
購
入
し
た
農
具
一
覧
に
は
、
伊

那
町
林
数
之
助
が
製
造
す
る
「
刈
敷

踏
込
器
」
を
四
台
購
入
し
た
と
報
告

さ
れ
て
い
て
（
長
野
県
農
会
報
五
十

六
号
）、
当
時
の
代
車
の
製
造
者
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
明
治
三

十
九
年
に
上
伊
那
郡
赤
穂
村
農
会
で

は
改
良
農
具
使
用
奨
励
の
た
め
刈
敷

踏
込
器
と
松
山
犂
を
購
入
し
て
各
部

落
に
貸
与
し
た
と
記
録
さ
れ
て
（
長

野
県
農
会
報
五
十
八
号
）
い
る
こ
と

か
ら
、
長
野
県
農
会
報
の
記
事
を
追

う
と
代
車
は
安
曇
平
か
ら
普
及
が
始

ま
っ
て
伊
那
地
方
に
利
用
が
広
が
っ
て

い
っ
た
よ
う
す
が
み
え
て
き
ま
す
。
こ

の
代
車
は
、
長
野
県
下
の
博
物
館
施

踏み鋤　松山記念館蔵

鍬と備中鍬　松山記念館蔵

抱持立犂　松山記念館蔵

明治26年に下伊那郡が導入した犂
　「大日本農会報144号」より

松山式双用犂　松山記念館蔵

松山犂と代車（右端  松山原造） 明治39年
石川県農事試験場にて松山記念館蔵
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と
な
っ
た
り
順
調
に
は
進
ま
ず
、
か

え
っ
て
改
良
稲
作
政
策
が
停
滞
す
る
一

面
も
で
て
き
ま
し
た
。
明
治
四
十
年
一

月
長
野
県
農
会
報
の
調
査
報
告
で
は
、

地
主
と
の
交
渉
が
不
調
を
き
た
す
こ

と
が
多
く
、
共
同
の
苗
代
田
と
し
て

苗
の
生
育
に
良
好
な
敵
地
に
設
置
さ

れ
ず
新
規
の
苗
代
田
に
設
置
さ
れ
て

い
る
と
報
告
が
さ
れ
、
共
同
苗
代
組

合
へ
の
不
満
が
増
大
し
て
い
る
よ
う
す

が
み
て
と
れ
ま
す
。
明
治
四
十
二
年

に
は
不
評
の
う
ち
に
措
置
が
緩
和
さ

れ
、
明
治
四
十
五
年
に
は
共
同
苗
代

設
置
規
則
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
強
制
力
を

も
っ
た
稲
作
改
良
施
策
に
よ
っ
て
、
明

治
三
十
八
年
以
降
か
ら
改
良
米
作
の

実
施
率
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
長
野
県

農
会
の
統
計
に
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
別
表
１
、
２
）。

上
が
苗
代
組
合
を
組
織
し
土
地
を
共

同
で
借
り
入
れ
本
田
耕
作
面
積
に
比

例
し
た
借
地
料
を
取
り
ま
と
め
地
主

に
支
払
う
こ
と
や
共
同
苗
代
の
一
畝
歩

（
三
十
坪
）
に
つ
き
二
十
銭
の
補
助
金

が
支
払
わ
れ
た
よ
う
す
が
わ
か
り
ま

す
。

　

養
蚕
の
繁
忙
期
と
重
な
っ
て
苗
代

の
手
入
れ
が
疎
か
に
な
り
が
ち
だ
っ
た

の
が
、
共
同
苗
代
に
よ
っ
て
播
種
後
の

灌
漑
、
排
水
、
害
虫
駆
除
な
ど
を
輪

番
で
見
回
っ
て
行
き
届
い
た
管
理
を

し
て
健
康
な
苗
を
育
て
る
こ
と
が
目

論
ま
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
苗
代
田
の
選
定
に
苦
渋
し

た
り
共
同
苗
代
組
合
の
結
成
が
不
調

設
で
の
収
蔵
の
よ
う
す
か
ら
南
北
安

曇
郡
や
伊
那
地
方
、
諏
訪
郡
で
使
用

さ
れ
、
小
県
郡
や
南
北
佐
久
郡
に
は

ほ
と
ん
ど
普
及
し
な
か
っ
た
と
推
量
さ

れ
ま
す
。

短
冊
苗
代
の
励
行

　

稲
作
の
改
良
は
、
特
に
苗
代
作
り

に
力
を
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。「
苗
代
半

作
」
と
い
わ
れ
て
、
弱
い
苗
で
は
本
田

で
ど
ん
な
に
合
理
的
に
栽
培
し
て
も

充
分
な
増
収
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
病
気
に
強
い
稲
苗
を
育
て
る
こ

と
が
最
重
要
視
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
来
は
苗
代
田
へ
一
面
に
直
播
き
し

て
い
た
も
の
を
南
北
に
四
尺
巾
の
苗

床
を
作
り
、
管
理
を
便
利
に
し
て
良

苗
を
育
て
る
指
導
が
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
二
十
五
年
ご
ろ
か
ら
水み

ず
な
わ
し
ろ

苗
代
と

陸お
か
な
わ
し
ろ

苗
代
と
の
得
失
試
験
が
長
野
県
は

も
と
よ
り
他
県
で
も
実
施
さ
れ
、
陸

苗
の
稲
収
穫
量
が
良
結
果
に
な
る
こ

と
か
ら
明
治
三
十
年
ご
ろ
は
陸
苗
代

に
力
を
入
れ
て
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

陸
苗
代

　

陸
苗
代
は
江
戸
時
代
後
期
に
畿
内

で
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
こ

れ
を
広
め
た
の
は
勧
農
社
の
林
遠
里

で
す
。
門
下
生
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
長

野
県
で
最
も
普
及
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
陸
苗
代
は
播
種
後
に
ワ
ラ
で

覆
っ
て
乾
燥
を
防
ぎ
、
降
雨
が
な
く

苗
床
が
乾
き
す
ぎ
て
発
芽
が
遅
れ
そ

う
な
時
は
周
囲
の
溝
に
水
を
引
き
入

れ
苗
床
を
湿
ら
せ
ま
す
。
田
植
え
後

か
ら
低
温
が
続
く
高
冷
地
の
多
い
長

野
県
で
は
発
育
が
遅
れ
が
ち
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
植
付
後
の
発
育
が
よ
い
陸

苗
代
は
善
光
寺
平
を
中
心
に
普
及
が

進
み
ま
し
た
（
大
正
十
三
年
「
陸
苗

代
栽
培
法
」
富
田
岩
代
著
）。
し
か
し

陸
苗
は
生
育
が
不
均
一
な
こ
と
や
病
害

を
受
け
や
す
い
こ
と
か
ら
大
正
四
年

ご
ろ
か
ら
は
播
種
後
に
潅
水
し
て
水

苗
代
と
す
る
折せ

っ
ち
ゅ
う
な
わ
し
ろ

衷
苗
代
に
移
行
し
て

い
き
ま
し
た
。

水
苗
代

　

苗
代
コ
テ
を
使
っ
て
四
尺
幅
の
短

冊
苗
代
を
仕
上
げ
た
ら
水
を
抜
き
、

種
籾
を
播
く
と
再
び
水
を
張
り
ま
す
。

発
芽
し
た
ら
水
を
落
と
し
て
床
面
に

ひ
び
が
生
じ
る
く
ら
い
干
し
日
光
に

当
て
て
発
育
を
促
し
ま
す
。
冷
害
に

遭
い
そ
う
な
時
は
深
水
に
し
ま
す
が
、

通
常
は
浅
水
で
育
苗
し
ま
す
。

　

旧
来
法
で
は
苗
代
一
坪
に
つ
き
種
籾

を
一
升
か
ら
一
升
五
合
播
き
だ
っ
た
も

の
を
、
改
良
農
法
で
は
三
合
の
薄
播

き
に
し
ま
し
た
（
「
明
治
二
十
六
年

　

米
作
改
良
試
験
成
績
」　

長
野
県

内
務
部
第
三
課
）。

サ
ー
ベ
ル
農
政
と
共
同
苗
代
の
督
励

　

日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七
～
二
十

八
年
）
の
後
、
資
本
主
義
が
発
展
し

て
非
農
業
人
口
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
は
明
治
三
十
三
年
か
ら
は

常
に
米
の
輸
入
国
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
日
露
戦
争
（
明
治
三
十
七
～
三

十
八
年
）
が
は
じ
ま
り
、
国
際
収
支

か
ら
米
の
輸
入
の
増
大
を
食
い
止
め

る
た
め
米
作
の
基
盤
整
備
は
不
可
欠

の
政
策
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
八
年
四
月
に
農
商
務
省

訓
令
と
し
て
共
同
苗
代
の
督
励
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
米
の
減
収
の
一
大

要
因
で
あ
っ
た
害
虫
の
駆
除
を
徹
底

す
る
た
め
、
苗
を
共
同
の
苗
代
田
に

作
る
こ
と
を
主
軸
に
強
権
的
農
政
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
三
十
八
年

九
月
に
は
県
令
で
共
同
苗
代
設
置
規

則
が
設
け
ら
れ
、
長
野
県
農
会
を
通

じ
て
末
端
農
家
の
実
施
を
督
励
し
ま

し
た
。
そ
の
第
六
条
に
は
〈
違
背
シ

タ
ル
モ
ノ
ハ
科
料
若
ク
ハ
拘
留
ニ
処

ス
〉
の
項
が
揚
げ
ら
れ
、
「
サ
ー
ベ
ル

農
政
」
と
い
わ
れ
る
強
制
力
を
も
っ
た

稲
作
改
良
が
勧
奨
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
八
年
三
月
長
野
県
農
会

報
五
十
一
号
に
は
設
置
規
則
の
発
令
の

前
に
各
郡
農
会
が
共
同
苗
代
実
行
の

た
め
の
規
約
を
作
成
し
た
報
告
が
あ

り
ま
す
。
更
級
郡
農
会
で
は
五
人
以

別表1．明治38年統計　長野県内農事調査「明治40年11月 長野県農会報55号」より作成
実施割合（％）

郡市名 塩水選種
（実行戸数）

短冊形苗代
（実行面積）

共同苗代
（苗代反別割合）

正條植
（実行面積）

牛馬耕
（実行面積）

耕作牛
（頭数）

耕作馬
（頭数）

南佐久郡 25 13 11 70 ＊12 701
北佐久郡 58 35 3 54 ＊8 15 1366
小県郡 48 60 7 22 9 16 936
諏訪郡 17 15 2 6 20 1 3267

上伊那郡 59 66 4 20 ＊27 51 10159
下伊那郡 66 87 1 36 54 54 7892
西筑摩郡 77 17 0.2 54 14 199 6019
東筑摩郡 31 71 5 17 37 29 3019
南安曇郡 49 93 2 7 90 61 1907
北安曇郡 55 64 2 21 24 337 2954
更級郡 57 88 31 30 17 118 930
埴科郡 64 80 8 72 10→＊21 3 297

上高井郡 51 51 21 2 9→＊21 393 547
下高井郡 57 25 5 2 36 269 2015
上水内郡 70 94 6 8 22 116 3134
下水内郡 87 95 1 7 13 32 1415

＊別項目から再計算

別表2．明治42年統計　長野県内農事調査「明治43年9月 長野県農会報60号」より作成
実施割合（％）

郡市名 塩水選種
（実行戸数）

短冊形苗代
（実行面積）

共同苗代
（苗代反別割合）

正條植
（実行面積）

牛馬耕
（実行面積）

南佐久郡 43 100 99 99 11
北佐久郡 75 97 83 74 14
小県郡 67 100 75 20 9
諏訪郡 33 100 77 11 26

上伊那郡 63 100 92 32 24
下伊那郡 73 100 72 25 11
西筑摩郡 86 95 81 51 18
東筑摩郡 16 100 85 71 6
南安曇郡 48 100 98 0.2 91
北安曇郡 66 100 82 58
更級郡 70 100 96 61 28
埴科郡 60 94 44 8

上高井郡 39 100 100 21 73
下高井郡 75 99 99 68
上水内郡 75 98 88 12 16
下水内郡 91 100 93 43 51

短冊苗代が普及する前の苗代　
明治期　大町市白塩　

『大町市史　近代　第４巻』より
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に
普
及
が
始
ま
っ
た
船
形
除
草
器
は

土
壌
反
転
の
作
用
が
な
く
表
面
だ
け

の
泥
塗
り
作
業
と
な
る
の
で
、
土
壌
の

柔
ら
か
い
田
で
は
三
四
番
除
草
に
限
っ

て
使
用
を
薦
め
て
い
ま
す
。

　

太
一
車
（
６
ペ
ー
ジ
さ
し
絵
参
照
）

は
鳥
取
県
の
中
井
太
一
郎
が
明
治
二

十
五
年
に
考
案
し
た
も
の
で
、
こ
れ

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
日
に
三

反
歩
の
除
草
作
業
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
（
長
野
県
農
会
報
五
十

五
号
）。
松
山
原
造
も
明
治
二
十
九
年

七
月
十
九
日
の
懐
中
日
記
に
「
太
一
車

ヲ
オ
ス
」
と
記
し
、
普
及
初
期
は
一
番

除
草
か
ら
実
演
し
て
い
る
よ
う
す
が

わ
か
り
ま
す
。

稲
架
「
は
ざ
か
け
」

　

旧
来
は
ノ
ゴ
キ
と
い
っ
て
刈
取
り
な

が
ら
田
で
稲
扱
き
調
製
を
し
ま
し
た
。

稲
が
熟
し
稲
幹
が
充
分
に
枯
れ
て
か

ら
稲
刈
を
し
て
、
刈
取
っ
た
直
後
か

ら
扱
い
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
に

な
る
と
稲
穂
の
枯
熟
す
る
前
に
刈
取

り
、
地ぢ

ぼ干
し
（
田
に
拡
げ
て
干
す
）

田
植
え　

　

旧
来
は
一
枚
の
田
に
植
え
手
が
何

人
か
入
る
と
、
畔
際
か
ら
苗
を
植
え

始
め
て
作
業
が
早
い
人
も
遅
い
人
も

拍
子
良
く
乱
雑
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

乱
雑
に
ヤ
タ
ラ
ウ
エ
し
た
田
圃
を
ア
ル

キ
ダ
と
呼
ん
だ
地
域
も
あ
り
ま
す
。

明
治
三
十
七
年
に
諏
訪
郡
で
松
山
原

造
が
馬
耕
指
導
し
た
時
の
田
の
写
真

に
も
刈
り
終
え
た
稲
株
が
乱
雑
に
残

り
、
正
條
植
え
で
は
な
か
っ
た
よ
う

す
が
わ
か
り
ま
す
。

　

信
州
の
多
く
の
地
域
で
は
、
等
間

隔
に
植
え
る
と
し
て
も
畔
に
沿
っ
て

数
人
が
並
ん
で
植
え
る
オ
イ
ダ
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
福
岡
農
法
の

農
事
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
明
治
三
十

年
頃
は
一
坪
に
四
十
八
株（
五
本
植
え
）

八
寸
五
分
四
方
の
碁
盤
の
目
状
の

正せ
い
じ
ょ
う
う

條
植
え
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
普
及
は
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
田た

う
え
じ
ょ
う
ぎ

植
定
規
や
田た

う
え
な
わ

植
縄
は
他
県
で

は
明
治
二
十
年
代
に
使
わ
れ
は
じ
め

て
い
ま
す
が
、
長
野
県
農
会
で
は
田

植
え
道
具
の
奨
励
に
つ
い
て
明
治
三

十
年
代
中
頃
ま
で
記
録
に
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
明
治
三
十
七
年
の
西
筑
摩

郡
農
会
「
稲
作
立
毛
品
評
会
審
査
規

定
」
の
中
に
〈
挿
秧
は
縄
張
り
を
し

て
正
條
植
を
す
る
こ
と
〉（
長
野
県
農

会
報
四
十
二
号
）
と
あ
り
、
田
植
縄

の
奨
励
が
こ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
こ

と
を
伺
わ
せ
ま
す
。
長
野
県
下
で
は

明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら
正
條
植
え

の
督
励
が
さ
れ
田
植
縄
に
よ
る
正
條

植
え
が
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

田
植
え
の
筋
付
け
道
具
で
あ
る
田

植
枠
は
、
明
治
二
十
七
年
に
山
形
県

の
石
川
治
兵
衛
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ

明
治
三
十
年
代
後
半
に
は
信
州
で
も

田
植
枠
を
使
っ
て
筋
を
つ
け
た
田
植

え
が
始
ま
り
ま
し
た
。

除
草

　

水
田
除
草
の
目
的
は
、
田
の
草
を

取
る
だ
け
で
な
く
、
土
を
耕
起
撹
拌

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
柔
ら
か
く
し
て
根

が
伸
び
や
す
く
し
、
ま
た
肥
料
を
土

壌
に
混
和
さ
せ
て
空
気
と
温
熱
を
入

れ
込
む
の
で
養
分
の
分
解
を
促
す
作

業
で
す
。

　

三
回
か
ら
四
回
の
除
草
が
奨
励
さ

れ
、一
番
除
草
で
は
雁が

ん
づ
め
う
ち

爪
打（
蟹
爪
打
）

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
稲
の
分
け
つ
を

促
す
た
め
の
大
切
な
作
業
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
番
除
草
は
田

植
え
後
の
二
週
間
ほ
ど
し
て
、
二
番

除
草
は
そ
の
十
日
後
に
行
な
っ
て
い
ま

す
。
試
験
に
よ
り
四
回
の
除
草
を
実

施
す
る
と
二
回
除
草
よ
り
一
割
六
分
の

増
収
に
な
る
結
果
も
得
て
、
四
回
以

上
の
除
草
作
業
が
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
試
験
成
績
に
よ
り
雁
爪
よ
り

も
平
鍬
が
一
割
四
分
の
増
収
と
な
っ
た

結
果
か
ら
、
大
正
期
に
は
雁
爪
か
ら

平ひ
ら
ぐ
わ鍬
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
。
一
番
除

草
が
遅
れ
て
深
く
耕
す
と
根
を
切
り

悪
影
響
が
出
る
の
で
二
番
除
草
以
降

は
平
鍬
を
使
用
し
な
い
で
手
取
り
さ

れ
、回
転
除
草
器
（
太
一
車・田
打
車
）

は
最
後
の
除
草
作
業
に
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
明
治
四
十
年
代

や
台だ

い
か刈
り
（
一
列
残
し
た
上
に
刈
取
っ

た
稲
を
並
べ
て
干
す
。
棚た

な
ぼ干
し
と
も

い
う
）
や
地
域
に
よ
っ
て
は
キ
ノ
コ
ボ

シ
（
刈
っ
た
稲
を
束
ね
て
穂
を
下
に
し

て
キ
ノ
コ
の
よ
う
に
ひ
ろ
げ
て
干
す
）

を
し
ま
し
た
（
「
長
野
県
大
町
市
社

　

館
之
内
民
俗
誌
稿
」　

長
野
県
史

刊
行
会
）。
稲
架
「
は
ざ
か
け
」
は
、

深
田
で
乾
燥
の
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で

行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

稲
架
干
し
は
後
の
指
導
奨
励
に

よ
っ
て
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
明
治

十
八
年　

「
稲
架
奨
励
に
つ
き
上
伊

那
郡
達
」（
国
立
史
料
館　

所
蔵
）
に

は
上
伊
那
郡
役
所
が
「
稲
架
は
米
質

を
良
く
し
砕
米
が
な
く
一
割
以
上
の

多
収
と
な
る
の
で
、
手
数
を
惜
し
ま

ず
改
良
し
て
い
く
よ
う
に
」
と
通
達

し
た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

県
郡
で
は
明
治
三
十
七
年
に
は
稲
架

の
奨
励
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
（
長
野

県
農
会
報
四
十
一
号
）
が
、
明
治
四
十

三
年
の
県
下
の
よ
う
す
を
ま
と
め
た

「
産
米
改
良
ニ
関
ス
ル
調
査
」
で
は
、

稲
架
掛
け
で
充
分
な
乾
燥
を
し
て
い

ヤタラウエの田圃　明治37年頃
諏訪郡馬耕講習会にて　松山記念館蔵

田植縄　松山記念館蔵

田植枠　白馬村民俗資料館蔵

雁爪　松山記念館蔵

田打車　松山記念館蔵

船形除草器　松山記念館蔵
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る
の
は
わ
ず
か
な
地
域
で
、
刈
取
り

後
に
二
〜
三
日
間
の
地
干
し
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
と
報
告
し
て
い
ま
す

（
長
野
県
農
会
報
六
十
一
号
）。

　

大
正
九
年
の
東
筑
摩
郡
神
林
村
で

は
稲
架
を
奨
励
す
る
た
め
に
講
話
を

七
回
実
施
し
農
会
の
補
助
金
も
出
て

稲
架
木
が
五
千
本
共
同
購
入
さ
れ
、

東
筑
摩
郡
会
田
村
で
は
稲
架
が
八
割

に
達
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
「
大

正
九
年
三
月　

東
筑
摩
郡
下
農
会
等

米
作
改
良
事
例
（
上
田
市
立
図
書
館

蔵
）
」
）
こ
と
か
ら
、
大
正
期
中
頃

に
な
っ
て
よ
う
や
く
稲
架
干
し
の
普

及
が
進
ん
だ
よ
う
す
が
わ
か
り
ま
す
。

肥
料

　

明
治
時
代
の
初
期
ま
で
施
さ
れ
て

き
た
肥
料
の
主
体
は
刈か

り
し
き敷
・
厩き

ゅ
う
ひ肥
・

人
糞
尿
な
ど
の
自
給
肥
料
で
し
た
。

西
洋
科
学
の
導
入
と
と
も
に
土
壌
と

肥
料
に
関
連
し
た
分
析
・
研
究
が
さ

れ
明
治
三
十
年
に
長
野
県
農
事
試
験

場
が
開
設
さ
れ
る
と
比
較
試
験
に
基

づ
く
合
理
的
施
肥
指
導
が
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

刈
敷
肥
料
に
つ
い
て
は
養
蚕
業
が

盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
下
草
刈
り
作

業
に
か
か
わ
る
日
数
が
取
れ
に
く
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
流
通
経
済
の
発
達

に
よ
っ
て
ニ
シ
ン
粕
や
大
豆
粕
が
購
入

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
自
給
肥
料
か

ら
販
売
肥
料
（
金き

ん
ぴ肥
と
も
い
う
）
に

移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
当
時

の
肥
料
試
験
か
ら
過
燐
酸
石
灰
の
施

用
は
多
収
穫
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ

て
、
ニ
シ
ン
粕
や
大
豆
粕
と
石
灰
の
併

用
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
東
京

の
鈴
鹿
商
店
（
鈴
鹿
保や

す
い
え家
が
創
業
）

は
明
治
三
十
二
年
に
初
め
て
動
物
質

肥
料
と
硫
安
を
調
合
し
た
「
配
合
肥

料
」
を
製
造
し
ま
し
た
。
鈴
鹿
保
家

は
明
治
三
十
年
ご
ろ
か
ら
豪
州
か
ら

輸
入
し
た
牛
羊
骨
や
乾
血
を
粉
砕
し

て
作
る
動
物
質
肥
料
を
信
州
や
上
州

向
け
の
桑
畑
肥
料
と
し
て
力
を
入
れ

販
売
し
て
い
た
の
で
、
考
案
し
た
配
合

肥
料
に
『
信
濃
肥
料
』
と
商
標
を
付

け
販
売
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
明
治
期

に
信
州
へ
導
入
さ
れ
た
配
合
肥
料
の

は
じ
ま
り
で
す
。

教
科
書
『
新
編
農
業
読
本
』
の
発
行

　

こ
の
本
は
白
馬
村
民
俗
資
料
館
の

資
料
整
理
を
し
て
い
た
中
で
見
出
し

た
も
の
で
す
。
信
濃
教
育
会
編
と
な
っ

て
い
て
、
本
の
序
に
よ
る
と
長
野
県
内

の
尋
常
高
等
小
学
校
の
農
業
の
教
科

書
と
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
当
時
、
農
法
研
究
の
権
威
で

あ
っ
た
長
野
県
出
身
の
農
学
士
稲
垣

乙お
と
へ
い丙
の
著
書
を
参
考
に
信
濃
教
育
会

が
高
等
科
小
学
生
用
に
編
纂
し
て
、

内
容
の
校
閲
を
受
け
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

畜
力
の
道
具
と
し
て
は
馬
鍬
・
抱

持
立
犂
・
西
洋
犂
が
図
示
さ
れ
て
い

る
の
を
は
じ
め
、
短
冊
苗
代
作
り
や

除
草
方
法
な
ど
農
会
を
通
し
て
指
導

さ
れ
て
い
た
改
良
農
法
が
簡
潔
に
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
三
十
九
年
一
月
に
初

版
が
発
刊
さ
れ
て
い
て
、
ま

さ
に「
共
同
苗
代
設
置
規
則
」

が
発
令
さ
れ
た
直
後
、
改
良

農
法
を
強
圧
的
に
推
進
し
た

い
わ
ゆ
る
サ
ー
ベ
ル
農
政
の

は
じ
ま
り
の
時
期
に
あ
た
り

ま
す
。
長
野
県
で
は
子
ど
も

た
ち
に
も
徹
底
し
た
農
業
教

育
を
時
宜
に
違
え
ず
実
施
し

た
こ
と
が
、
こ
の
教
科
書
を

通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　

島
崎
藤
村
の
『
千
曲
川
の
ス

ケ
ッ
チ
』
は
明
治
三
十
三
年
ご
ろ

の
藤
村
が
暮
ら
し
た
小
諸
の
よ

う
す
を
描
写
し
た
も
の
で
す
が
、
そ

の
中
に
農
夫
た
ち
が
晩
秋
の
田
で
働

く
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
刈
取
っ
た

稲
が
地
干
し
さ
れ
て
い
て
、
田
の
中
に

は
蓆む

し
ろ
が
敷
か
れ
刈
っ
た
稲
を
父
子
が

向
か
い
合
い
で
叩
き
棒
を
使
っ
て
脱
穀

し
て
い
ま
す
。
か
た
わ
ら
で
は
籾
と

藁わ
ら
く
ず屑
を
篩ふ

る
い
で
分
け
る
女
が
い
た
り
、

ま
だ
穂
に
残
っ
た
籾
を
扱こ

き
ば
し

き
箸
な
ど

で
扱
く
女
も
い
ま
す
。
箕
を
高
く
掲

げ
て
下
に
籾
を
振
り
落
と
し
な
が
ら

シ
イ
ナ
と
を
選
別
し
た
の
が
俵
に
入

る
と
、
先
ほ
ど
ま
で
脱
穀
を
し
て
い
た

農
夫
が
俵
に
縄
を
掛
け
て
一
俵
ず
つ
家

ま
で
背
負
っ
て
夕
暮
れ
の
田
圃
を
往

復
す
る
よ
う
す
が
ス
ケ
ッ
チ
風
に
描

写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
十
五
年
か
ら
先
進
的
な
福

岡
農
法
の
模
範
田
・
試
作
田
が
長
野

県
下
に
設
け
ら
れ
、
ま
た
明
治
三
十

年
に
長
野
県
農
事
試
験
場
が
、
明
治

三
十
二
年
に
は
長
野
県
農
会
が
組
織

さ
れ
て
福
岡
農
法
と
西
欧
農
法
を
折

衷
し
た
改
良
農
法
が
督
励
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
こ
う
し
た
農
業
施
策
の
な

か
で
、
島
崎
藤
村
の
描
く
明
治
三
十

年
代
前
半
の
農
夫
ら
の
姿
も
ま
た
当

時
の
信
州
に
よ
く
み
ら
れ
た
風
景

だ
っ
た
こ
と
を
私
た
ち
は
認
識
し
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

【
参
考
文
献
】
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肥
料
と
松
山
原
造
」、
二
十
二
号
「
勧
農
社
実

業
教
師
に
よ
る
福
岡
農
法
か
ら
農
業
試
験
場
の

学
理
農
法
へ
」

高
橋
周　
「
新
興
肥
料
商
の
成
長
と
貿
易
商
」

『
雑
誌　

経
営
論
集　

十
九
巻
一
号
』

平
成
二
十
一
年

『
長
野
県
農
業
試
験
場
六
十
年
史
』

昭
和
三
十
二
年

『
長
野
県
史　

近
代
史
料
編　

第
五
巻
（
二
）』

平
成
元
年

『
上
田
市
誌　

民
俗
編
（
二
）』
平
成
十
三
年

『
長
野
県
大
町
市
社　

館
之
内
民
俗
誌
稿
』

長
野
県
史
刊
行
会　

民
俗
編
編
纂
委
員
会　

昭
和
五
十
五
年

稲刈鎌は江戸時代から使われている
松山記念館蔵

千歯扱き　松山記念館蔵

叩き棒　松山記念館蔵

白馬村民俗資料館蔵

明治39年発行 『新編農業読本　上巻』
信濃教育会編に「田打車」として図示される

中井太一郎考案の太一車
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松山記念館日誌

（写真２）東京大学農場博物館での研修 （写真１）（一社）馬搬振興会の来館

平成29年度

平成30年度
月日 曜日 内 容 ・ 実 施 事 項

1/16 火 平成29年度、会計及び業務監査

1/16 火 第15回理事会

1/19 金 第９回評議員会

2/8 木 第16回理事会

2/26 月 第10回評議員会

3/1 木 東京都・革新工学センター（JICA）
６名来館見学

3/9 金 長野県知事宛
「事業報告等に係る提出書」提出

3/10 土
2017年度三学会
（日本民具・道具・日本生活）共催
シンポジウム（田中学芸員）

3/27 火 月刊誌「ながの農業と生活」に「土を
耕す歴史」執筆掲載（田中学芸員）

3/29 木 長野市立博物館学芸員２名来館見学

3/30 金 松本市立博物館より、
図録「山岳画家　武井真澂」受贈

3/30 金 「製品の開発と普及の記録」編集協力
（田中学芸員）

4/2 月 長野県教育委員会宛「青少年を対象と
した取組等に関する実績報告」提出

4/2 月 松山㈱新入社員来館視察研修

4/6 金 松山技研㈱新入社員来館視察研修

5/16 水 長野県博物館協議会研究会にて
研究発表（田中学芸員）

月日 曜日 内 容 ・ 実 施 事 項

5/23 水 一般社団法人馬搬振興会
代表理事来館（写真１）

5/23 水

長野県立歴史館より刊行物の受贈
　・信州の風土と歴史24「みち」
　・長野県立歴史館「研究紀要」第24号
　・長野県立歴史館収蔵文書目録17

6/30 土 平成30年度
米熊・慎蔵・龍馬会定時総会出席

7/13 金
東京大学農場博物館及び、
平櫛田中彫刻美術館視察研修会
（松山記念館役員参加）（写真２，３）

8/10 金 長野県情報公開・法務課より立入検査

8/20 月 長野県情報公開・法務課より立入検査
の結果について（通知）

8/21 火 上田市、上田市教育委員会へ第27回
文化講演会の「行事共催等申請書」提出

8/29 水 須坂創成高等学校へ図書等の寄贈

9/8 土 塩の道ちょうじや（大町市）出前講座
（田中学芸員）

9/12 水 富士見高等学校へ図書等の寄贈

10/10 水 館報「まつやま」27号発行

10/12 金
第27回文化講演会
　・演題「風土産業が未来を創る
　　　　　～シルクからワインへ～」

（写真３）
東京大学農場博物館にて
クランク式トラクタなど
の展示を見学

月日 曜日 内 容 ・ 実 施 事 項

10/18 水 館報「まつやま」26号発行

10/20 金 第26回文化講演会・演題「伝えよう　
育てよう　信州の豊かな食文化」

11/17 金 消火器の点検　

月日 曜日 内 容 ・ 実 施 事 項

11/27 月 第14回理事会（事業計画書等の承認他）

12/4 月 事業計画書等の提出（行政庁長野県へ）
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平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
日
㈮
松

山
記
念
館
主
催
、
上
田
市
・
上
田
市

教
育
委
員
会
後
援
で
、
松
山
㈱
三
階

ホ
ー
ル
に
て
、
第
二
十
六
回
文
化
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
長
野
県
短
期
大
学　

生

活
科
学
科　

中
澤
弥
子
氏
を
お
願
い

し
、
演
題
『
伝
え
よ
う　

育
て
よ
う

　

信
州
の
豊
か
な
食
文
化
』
を
テ
ー

マ
と
し
て
講
演
さ
れ
た
。

�

（
聴
講
者
一
四
一
人
）

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
主
催
者
を
代

表
し
て
松
山
久
理
事
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
今
講
演
会
の
ご
後
援
を
い
た
だ
い

た
上
田
市
、
上
田
市
教
育
員
会
と
ご

多
忙
の
な
か
本
日
の
講
演
を
お
引
き

受
け
頂
い
た
講
師
に
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
る
と
共
に
本
日
の
講
演
の
テ
ー
マ

に
寄
せ
て
「
松
山
記
念
館
の
定
款
に

も『
広
く
食
育
の
活
動
を
支
援
す
る
』

と
あ
り
、
本
日
、
豊
か
な
食
文
化
を

伝
え
、
育
て
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
中
澤

先
生
か
ら
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
た

こ
と
は
誠
に
有
意
義
で
時
宜
を
得
た

も
の
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
後
援
者
を
代
表
し
て
上
田

市
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業
観

光
課
の
鈴
木
卓
人
課
長
が
、
「
本
日

は
、
地
産
地
消
の
推
進
や
地
場
農
産

物
の
活
用
な
ど
農
業
振
興
策
に
結
び

付
く
先
進
事
例
の
話
を
聞
け
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
紹

介
さ
れ
、
講
演
に
入
っ
た
。

　

講
演
で
中
澤
教
授
は
、
日
本
の
食

文
化
を
専
門
と
し
て
お
り
、
２
０
１

３
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

選
ば
れ
た
和
食
は
、
自
然
を
尊
重
す

る
日
本
人
独
特
の
精
神
を
顕
す
社
会

的
慣
習
で
あ
り
、
世
代
を
超
え
て
継

承
さ
れ
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
び

つ
き
を
強
め
る
も
の
だ
と
し
、
全
国
的

に
過
去
と
現
在
の
食
文
化
の
変
化
を

見
る
と
、
長
野
県
は
特
に
文
化
が
昔

か
ら
残
っ
て
お
り
食
文
化
の
宝
庫
だ

と
話
す
。
そ
の
中
で
塩
い
か
や
煮
い
か

な
ど
は
県
内
限
定
の
食
品
で
あ
り
今

も
よ
く
食
さ
れ
て
お
り
、
住
環
境
の

変
化
が
あ
っ
て
も
郷
土
食
が
食
卓
に

上
る
と
話
す
。
学
校
給
食
で
も
工
夫

と
努
力
で
提
供
さ
れ
伝
承
し
て
い
る
。

ま
た
現
代
風
の
ア
レ
ン
ジ
で
変
化
し
つ

つ
観
光
・
文
化
の
有
用
な
地
域
資
源

と
し
て
再
認
識
で
き
定
着
を
図
れ
る

と
強
調
。
野
菜
摂
取
量
の
多
い
郷
土

食
や
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
積
極
的

活
動
、
地
域
保
健
医
療
活
動
が
盛
ん

で
全
国
一
の
長
寿
県
を
実
現
し
た
と
話

す
。
そ
の
和
食
は
海
外
か
ら
は
日
本

人
の
長
寿
と
相
ま
っ
て
関
心
度
が
高

く
、
ミ
ラ
ノ
博
で
も
食
文
化
の
多
様

性
を
紹
介
、
好
評
を
博
し
注
目
度
は

高
い
と
話
す
。
２
０
１
４
年
に
文
化

庁
文
化
交
流
使
と
し
て
欧
州
各
国
を

回
り
、
学
校
給
食
の
改
善
や
有
機
農

産
物
の
普
及
、
環
境
負
荷
重
視
な
ど

変
化
が
顕
著
に
み
ら
れ
た
と
報
告
し

た
。

（
講
演
要
旨
）

一
、
は
じ
め
に　

― 

自
己
紹
介

　
　

�

「
和
食
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

財
へ
の
登
録
と
文
化
庁
文
化
交

流
使
で
の
活
動

二
、
食
文
化
の
宝
庫　

長
野
県

三
、�
長
野
県
農
山
村
の
食
文
化
の
変

化

四
、�
国
内
外
の
学
校
給
食
の
調
査
結

果
と
長
野
県
の
食
育
の
現
状

五
、�

お
わ
り
に　

― 

信
州
の
食
文
化

を
伝
え
よ
う

★
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日

㈪
協
同
サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、第
十
四
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

①
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
書
（案）
・

同
収
支
予
算
書
（案）
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

②
そ
の
他
報
告
事
項
承
認

★
平
成
三
十
年
二
月
八
日
㈭
協
同

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
十
五
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

①
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
書
（案）

及
び
事
業
報
告
の
付
属
明
細
並
び
に

同
収
支
決
算
書
（案）
及
び
財
務
諸
表
等

を
、
監
事
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の

後
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
承
認

を
得
た
。

②
定
例
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
二
月
二
十
六
日
㈪
協
同

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

開
催
を
可
決
承
認
。

③
そ
の
他
報
告
事
項
承
認

★
平
成
三
十
年
二
月
二
十
六
日
㈪
協

同
サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、第
七
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

①
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
書
（案）

及
び
事
業
報
告
の
付
属
明
細
並
び
に

同
収
支
決
算
書
（案）
及
び
財
務
諸
表
等

を
、
監
事
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の

後
慎
重
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の

承
認
を
得
た
。

②
そ
の
他
報
告
事
項
承
認

松
山
㈱
の
平
成
三
十
年
度
新
入
社
員

は
、
四
月
二
日
㈪
の
入
社
式
終
了
後
、

当
館
を
訪
れ
、
松
山
㈱
創
業
以
来
の

犂
及
び
犂
の
歴
史
を
研
修
し
た
。

開
館
日
数　
　

二
八
一
日

見
学
者
総
数　

五
七
七
人

〈
内
訳
〉

　

県
外
（
含
む
外
国
）�

六
五
・
七
％

　

東
信�

二
三
・
一
％

　

北
信�

一
〇
・
六
％

　

南
信�

〇
・
七
％

　

中
信�

〇
％

日
時
・
平
成
三
十
年
十
月
十
二
日
㈮

場
所
・
松
山
㈱
三
階
ホ
ー
ル

講
師
・
上
田
市
農
林
部

　
　
　

�

農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専

門
員
（
中
小
企
業
診
断
士
）

　
　
　

長
谷
川
正
之　

氏

演
題
・「
風
土
産
業
が
未
来
を
創
る

　
　
　

～
シ
ル
ク
か
ら
ワ
イ
ン
へ
～
」

文
化
講
演
会
開
催

理
事
会
開
催

松
山
㈱
新
入
社
員
の
研
修
見
学

平
成
二
十
九
年
度
当
館
見
学
者

第
二
十
七
回
文
化
講
演
会
決
定

評
議
員
会
開
催


